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CLOISITE-SE 3000

CLOISITE-SE 3000
ハロゲンを含まない難燃性熱可塑性プラスチックの難燃助剤として、また熱可塑性コンパウンドの
物理的物性やガスバリア特性を改善するのに適した層状ケイ酸塩

製品データ

組成
有機親和性層状ケイ酸塩

一般性状
本データシートに記載した数値は代表値であり、品質規格ではございません。

強熱減量: 約 56 %
かさ密度: 約 450 kg/m³
粒子径 D50: < 10 μm
水分含有量: < 3 %
形状: クリーム状の白色粉末

貯蔵および輸送
50℃未満の温度で貯蔵および輸送してください。乾燥した場所に保管してください。

適用分野

熱可塑性樹脂

特長
CLOISITE-SE 3000は、ハロゲンフリー難燃性熱可塑性コンパウンドに特に適しています。当添加剤を使用することで、
難燃特性ならびに滴下挙動およびチャー形成を改善します。CLOISITE-SE 3000を添加することにより、水酸化アルミ
ニウムや水酸化マグネシウムなど他の難燃性添加剤の添加量を低減することができます。これにより、加工性、物性
が向上し、密度が低下します。
標準的な層状ケイ酸塩と比較して、CLOISITE-SE 3000の使用は、特にHFFR（ハロゲンフリー）ケーブル配合物におい
て、より高いメルトフローレート、伸び、および電気特性をもたらします。また、CLOISITE-SE 3000を使用することによ
り、酸素、水蒸気、および炭化水素分子へのガスバリア性を高めることができます。
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CLOISITE-SE 3000

推奨用途

水酸化アルミニウム充填エチレン-酢酸ビニル(EVA) X

低密度ポリエチレン (LDPE/LLDPE) X

水酸化マグネシウム充填ポリプロピレン (PP) X

ポリプロピレン(PP) フィルム X

■ 最適     □ 適

推奨添加量
全配合に対し添加剤として、3-5 %

上述の添加量は初期値として適用して下さい。上述の添加量は初期値として適用して下さい。

添加方法
熱可塑性コンパウンドでは添加剤の最適な分散および剥離を達成するために、同方向回転二軸押出機また
はBUSS連続混練機の使用を推奨します。コンパウンドには、できるだけ長いスクリューユニット(>40L/D)と高
い分散性能を持つスクリュー形状を選択することを推奨します。
また、添加剤の圧縮固化を回避するために、サイドフィードまたはスクリューフィーダーを介して、既に溶融し
た樹脂に添加することを推奨します。
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